
残
生
血
管
二
於
ヶ
ル
免
疫
學
的
研
究
　
（
其
こ

蛋
白
質
過
敏
性
現
象
一
一
就
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
澤
馨
科
大
學
大
里
内
科
散
室
（
主
任
大
里
敏
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
・
　
田
　
　
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
，
木

俊馬

　
　
卜
暴
嘗
饗
鼠
Φ
二
關
ス
ル
研
究
ハ
、
富
①
】
昌
一
肩
首
¢
讐
Φ
ポ
閑
幽
畠
㊦
竿
国
鰍
門
一
8
襲
爵
等
以
來
枚
暴
二
業
非
ラ
ズ
。
殊
腎
管
ノ
臨
林
的
及
ビ
實
瞼

　
的
症
状
ノ
研
門
下
至
リ
ナ
ハ
、
除
親
無
キ
が
如
シ
。
然
レ
ド
毛
其
ノ
成
生
機
轄
二
至
リ
プ
ハ
、
侮
今
月
全
ク
一
致
セ
川
意
見
ヲ
敏
ケ
ル
ノ

　
観
ナ
キ
ニ
非
ラ
ズ
。
∪
。
霞
」
冒
喜
一
剛
ρ
，
屈
、
同
量
智
諺
葺
～
寂
。
募
3
国
一
巴
一
戸
図
塗
屋
等
ハ
何
レ
モ
、
其
ノ
反
発
機
智
ヲ
騰
液
中
二
求
メ
ン

　
ト
セ
リ
。
殊
二
藍
一
三
ぴ
Φ
歯
曾
ノ
如
キ
ハ
、
抗
騰
原
、
抗
騰
及
ビ
此
レ
昌
聯
弾
が
作
用
シ
，
7
、
雪
嵐
二
蛋
白
質
分
解
二
因
ル
一
種
ノ
物
質

　
3
β
彪
ξ
暮
。
無
恥
）
ヲ
生
繭
、
此
レ
が
生
血
山
気
毒
性
二
作
用
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
、
聴
力
毛
該
蛋
自
壊
秀
解
産
物
ヲ
試
験
管
内
ニ
テ
謹
明
シ
、

　
過
敏
反
魂
成
立
ノ
要
素
ト
見
微
セ
リ
。
此
レ
ニ
反
シ
プ
、
嵐
窓
酔
〒
名
触
蕩
Φ
蓋
置
炉
O
・
受
戸
O
Q
葺
蚤
邑
”
蜀
。
糞
㊥
島
・
ポ
等
ハ
、
其
ノ
本
態
ヲ
．

　
細
胞
二
求
メ
ン
ト
セ
リ
。
一
方
制
目
細
胞
説
ノ
根
慷
ト
見
勝
ス
ベ
キ
、
又
他
方
ニ
ハ
習
覧
喜
）
．
一
羨
δ
ノ
個
々
ノ
症
状
ノ
説
明
二
資
セ
ラ
ル

　
　
ベ
キ
、
単
離
磁
器
’
（
尉
O
副
耳
㊦
；
O
O
弱
菖
Φ
）
二
於
ケ
ル
幾
多
ノ
研
究
ア
フ
。
想
魯
－
罫
引
一
ぎ
。
8
ハ
毎
冬
【
置
ヲ
施
セ
ル
海
狸
ノ
肝
臓
三
就
テ
、
．

　
其
ノ
自
家
融
解
繊
度
ノ
壇
加
ヲ
認
メ
、
之
レ
ニ
反
シ
9
§
二
死
ヲ
來
セ
ル
動
物
二
条
プ
ハ
、
肝
ノ
自
家
融
解
遽
度
が
著
シ
ク
抑
制
セ
ラ
ル

　
　
ル
ヲ
見
、
且
此
ノ
現
象
ヲ
試
験
管
内
昌
テ
モ
三
明
セ
リ
。
　
　
　
　
　
・
　
　
幽
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
・

　
　
津
二
ぴ
霧
σ
q
韓
占
寡
斜
至
剛
巴
げ
Φ
謁
窪
－
工
賃
遷
『
σ
Q
貫
氏
等
ハ
何
レ
モ
前
庭
置
セ
ル
家
兎
小
腸
、
海
魚
子
宮
、
蛙
心
雪
見
免
疫
原
ヲ
作
用
セ
シ

謝（6

@
メ
、
或
ハ
正
常
動
物
ノ
此
等
ノ
臓
器
繕
事
メ
ル
》
碁
唱
ξ
ぎ
8
四
一
犀
ノ
作
用
ヲ
試
験
セ
ソ
。
6
咬
。
一
一
三
∫
】
）
・
即
興
帰
馬
腱
置
セ
ル
動
物
ノ
灌
流

　
　
　
　
　
原
　
著
　
　
黒
田
、
正
木
凹
淺
生
血
管
二
於
ケ
ル
免
疫
學
的
研
究
（
其
一
）
蛋
白
質
艶
敏
性
悪
象
二
就
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三
1
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原
　
著
　
　
黒
田
、
正
木
1
1
淺
生
血
管
二
於
ケ
ル
免
疫
軽
量
研
究
（
其
一
）
蛋
白
質
過
敏
性
現
象
二
就
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四
ー

セ
ル
滑
二
筋
二
就
プ
、
之
レ
が
抗
心
原
二
封
シ
タ
過
敏
反
当
ヲ
示
ス
コ
ト
ヲ
實
瞼
セ
リ
。
≧
電
二
二
象
貫
聾
翠
玉
紙
箋
演
診
島
。
諺
8

9
ω
畠
隻
斜
Q
自
昏
首
記
戸
q
。
智
幽
き
豊
門
何
レ
屯
、
毛
細
氣
管
枝
ノ
攣
縮
ヲ
、
諺
霧
嘗
滋
・
薦
♂
1
1
Ω
一
〇
辞
ノ
原
因
ト
セ
シ
ガ
、
本
邦
二
於
プ
武

田
氏
ハ
、
肺
臓
灌
流
試
瞼
二
百
テ
、
抗
騰
原
ヲ
通
ゼ
シ
前
脚
置
動
物
ノ
小
氣
管
枝
ノ
攣
縮
ヲ
見
、
肺
野
血
管
ニ
撒
砂
憂
ヲ
見
ス
。
海
狼
ノ

急
性
Ω
冒
。
舞
・
二
血
液
ノ
關
係
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
讃
明
セ
リ
。
呼
吸
器
二
於
ヶ
〃
二
化
ト
共
二
、
．
循
環
器
二
二
ヶ
ル
美
化
モ
早
ク
ヨ
リ
注
目

セ
ラ
レ
シ
庭
ナ
リ
。
》
ロ
碧
ぎ
冠
羨
団
㊦
一
1
0
7
8
犀
二
於
ケ
ル
血
歴
ノ
降
下
ヲ
説
明
セ
ン
爲
メ
ニ
、
末
梢
血
管
ノ
横
張
が
圭
張
セ
ラ
レ
戸
津
夢
自
ρ

剴
Φ
臼
禁
野
罫
β
転
管
財
＝
』
曇
壽
Φ
等
）
、
駆
上
否
定
セ
ラ
レ
却
テ
軍
縮
が
主
張
セ
ラ
レ
（
。
慶
9
隻
賦
し
h
き
9
二
一
．
穿
ぎ
d
筈
癖

セ
菖
舞
）
’
ご
団
島
蟹
隈
”
甥
・
F
ざ
ミ
“
ヨ
F
等
）
、
殊
二
中
澤
氏
顕
露
張
ノ
後
肢
、
肺
、
家
兎
ノ
腎
、
小
腸
、
肺
、
胎
血
管
二
就
キ
多
数
ノ
局
所
的
灌

流
試
瞼
ヲ
行
ヒ
、
常
二
牧
縮
ノ
ミ
ヲ
見
回
リ
。

・
－
予
等
ハ
金
澤
極
書
大
尉
大
里
内
科
敷
室
二
極
プ
、
分
離
型
生
血
管
二
身
ケ
ル
三
農
學
的
研
究
ヲ
開
始
ス
ル
ニ
當
り
、
先
ヅ
指
ヲ
蛋
白
質

逼
敏
現
象
曲
説
メ
タ
リ
。
予
等
ノ
實
験
ハ
未
ダ
全
ク
完
結
セ
ザ
ル
モ
、
都
合
二
依
り
此
庭
二
今
日
迄
ノ
成
績
ヲ
報
告
ス
ル
コ
｝
・
．
セ
ジ
。
「

實
験
方
法

　
予
等
ハ
残
生
血
管
ト
シ
一
7
国
審
屯
ぎ
≦
1
団
奮
Φ
目
。
。
町
並
堅
守
依
り
、
家
兎
ノ
耳
殼
血
管
ヲ
用
ヒ
タ
リ
。
此
レ
ハ
血
管
壁
以
外
ノ
筋
ノ
影

響
ヲ
被
ル
コ
ト
比
較
的
少
キ
ト
、
中
副
帥
経
ヨ
リ
全
ク
切
り
離
シ
テ
行
ヒ
得
ル
ト
ノ
利
ア
ル
ヲ
以
プ
ナ
ジ
。
灌
流
液
ト
シ
プ
ハ
、
三
十
入

度
二
保
温
セ
ル
「
リ
ソ
グ
ル
氏
液
ヲ
以
テ
シ
、
ソ
ノ
再
認
ノ
加
減
ニ
ョ
リ
流
出
液
ノ
滴
歎
ヲ
一
定
ナ
ラ
シ
メ
、
之
レ
ヲ
「
キ
，
屯
グ
ラ
フ
イ
オ

ン
」
ニ
ョ
リ
テ
描
寓
シ
、
抗
騰
原
注
入
隅
ョ
ル
滴
数
ノ
増
減
ニ
ョ
リ
、
血
管
ノ
牧
同
工
ハ
積
張
ヲ
測
定
セ
ジ
η
「
・
抗
膿
原
ノ
注
入
ハ
、
小
注

射
器
ニ
ョ
リ
流
入
カ
ニ
・
ユ
」
レ
」
二
二
レ
ル
「
ゴ
仏
唖
者
．
ヲ
徹
シ
テ
行
ヒ
タ
リ
。
而
シ
タ
之
レ
が
注
入
ヲ
行
フ
以
前
二
、
充
分
「
ソ
ン
グ
ル
氏

液
．
ヲ
灌
流
シ
テ
流
出
液
ノ
全
ク
血
色
ヲ
帯
ビ
デ
ル
コ
ト
久
シ
キ
後
、
初
号
テ
免
疫
原
ノ
注
入
ヲ
行
ヘ
リ
。
免
疫
原
ト
シ
ク
ハ
、
新
鮮
ナ
ル

鶉
7
卵
自
ヲ
用
ヒ
ダ
グ
。
主
流
液
中
二
注
入
ゼ
シ
免
疫
原
ド
ぎ
ス
メ
、
、
－
同
ジ
玖
新
鮮
ナ
ル
卵
臼
ヲ
、
「
リ
ン
ゲ
ル
氏
液
ヲ
以
テ
色
々
ノ
濃
度



二
二
繹
シ
タ
リ
。
「
コ
ロ
イ
ド
」
ノ
非
特
異
的
影
響
ヲ
避
ケ
ソ
が
爲
メ
、
十
倍
以
下
ハ
試
筆
セ
ザ
リ
キ
。
注
入
量
ハ
常
一
二
蛇
ナ
リ
。
試
験

ヲ
絡
リ
シ
後
、
予
言
ハ
常
一
二
定
濃
度
情
事
輝
セ
ル
、
臨
化
ア
下
レ
ナ
ソ
ン
」
ヲ
注
入
シ
ー
ア
、
該
血
管
ノ
反
磁
カ
ヲ
試
験
セ
リ
。
試
験
動

物
ノ
選
揮
一
二
最
モ
注
意
ヲ
加
ヘ
タ
リ
。
即
チ
磯
重
二
千
屍
内
外
ノ
家
兎
、
主
脚
自
色
ノ
雄
ヲ
揃
ヘ
タ
リ
。
此
ハ
兎
ノ
毛
色
或
ハ
雌
雄
ノ

表一揖

日／月 13／8 16／8 19／8 23／8 26／8 30／8
2／9［

6／9 9／9 13／9 20／一

兎 二自腔 同腹 同腹
倍三内 腔 腔

番 ノ十注 二内 三内
鵜端射 十注 十注

號 卵腹 戯…射 立毛射

試
1 1850 1705 1680 1740 ユ900

試
II 2240 2175 2165 192毎 】900 1920

，III 綱 2590 2380 2080 2190 2410
　　L試

Q610

「試

VIII 2150 20δ0 2030 1945 1960 208⑪ 2130 2235 2270

『　一　－　　　　一　L　　＿

就

IX 1800 ユ660 1630 ユ680 1800 1780 1980 1850 1850 1870

『一
一一　』一　一　　r　　一　　＿

試

x 2100 1985 1900 1840 1916 1890 1820 2030 2050 205⑪ 22蜘

備考、試ハ試験二項セシコトラ示ス

働6
毛
ノ
ナ
リ
。
而
シ
テ
第
三
表
ハ
沈
降
反
慮
ノ
成
績
ヲ
示
ス
。

　
　
　
　
　
原
　
著
　
　
黒
田
、
正
木
1
1
淺
生
血
雪
加
於
ケ
ル
免
疫
着
篭
研
究
（
其
一
）
蛋
白
質
麺
敏
性
現
象
旧
藩
テ

差
異
ガ
、
動
物
ノ
個
性
ヲ
左
右
ス
ル
可
能
性
ヲ
避
ケ
ン
が
爲
メ
ナ
フ
。
帥
チ

一
列
ノ
家
兎
ヲ
取
り
之
レ
ヲ
前
庭
置
シ
タ
〃
後
、
一
定
ノ
間
隔
ヲ
経
ク
之
レ

ヲ
試
験
僧
供
セ
リ
。
兎
ハ
之
レ
ヲ
何
レ
毛
同
一
條
件
ノ
下
二
、
甘
藷
、
雪
花

楽
ニ
タ
飼
養
シ
、
二
時
的
昌
騰
重
ヲ
測
り
テ
其
ノ
経
過
ヲ
監
親
セ
リ
。
試
験

動
物
ノ
手
術
二
男
シ
’
7
ハ
、
「
ウ
レ
タ
ン
」
等
ノ
麻
酔
渕
ノ
使
用
ヲ
全
然
避
ヶ

タ
リ
。
而
シ
テ
試
瞼
前
、
動
物
ノ
頸
動
豚
ヨ
リ
探
血
シ
テ
、
免
疫
原
二
封
ス

ル
血
清
ノ
沈
降
素
ヲ
測
定
シ
プ
、
三
流
試
験
ノ
成
績
ト
比
較
セ
リ
。
測
定
ハ

重
畳
法
ニ
ヨ
レ
リ
。

　
　
　
　
　
第
一
同
試
験

　
十
頭
ノ
自
色
家
兎
雄
ヲ
取
り
、
前
庭
置
ト
シ
ク
生
理
的
滅
菌
食
盤
水
ヲ
以

テ
ニ
倍
二
期
繹
セ
ル
鶏
卵
臼
液
十
蛇
ヲ
、
次
デ
ご
百
ノ
後
二
十
蛇
ヲ
、
更
昌

四
日
ノ
後
三
十
蛇
ヲ
腹
腔
内
二
注
射
ス
。
其
ノ
注
射
ヨ
リ
試
瞼
迄
ノ
騰
重
ノ

等
化
ハ
、
中
途
ノ
艶
死
、
試
験
ノ
失
敗
二
三
リ
シ
モ
ノ
ヲ
除
キ
第
一
表
昌
示

ス
ガ
如
シ
。
第
二
表
ハ
下
流
試
瞼
ノ
成
績
ヲ
一
括
セ
ル
毛
ノ
，
轟
シ
グ
、
第
一

圖
ハ
第
二
表
中
ノ
圭
ナ
ル
モ
ノ
三
ニ
ヲ
取
ソ
、
更
二
精
細
昌
個
式
，
二
示
セ
ル

六
五
ー
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二
於
ケ
ル
免
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ヲ
要
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ル
ニ
、
斯
ノ
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於
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視
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テ
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滴
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滴
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＝
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予
第
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プ
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卵
白
千

倍
骨
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シ
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右
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二
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滴
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第
入
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九
日
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ハ
千
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繹
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六
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ノ
試
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稀
玉
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弱
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ル
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ヲ
來
シ
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第
二
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日
目
以
後
二
三
プ
ハ
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照
試
獣
ト
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反
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ゾ
ル
カ
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ハ
、
十
倍
稀
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カ
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反
慮
ヲ
示
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プ
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八
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日
野
ノ
町
回
血
清
ニ
ハ
術
陰
性
ニ
シ
テ
、
第
九
日
目
一
一
初
メ

テ
百
二
十
飴
倍
陽
性
ヲ
示
シ
、
漸
次
上
昇
シ
ク
第
十
⊥
ハ
日
且

ノ
試
獣
二
於
テ
ハ
最
高
二
品
ス
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カ
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、
三
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獣
ノ
血
管

ハ
極
メ
テ
弱
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反
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灯
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ノ
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十
日
目
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獣
二
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血
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反
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降
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二
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試
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於
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第
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目
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高
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反
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ヲ
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第
十
⊥
留
日
目
ノ
試
験
日
既
二
僅
カ
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反
慮
ニ
シ
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第

二
十
日
目
以
後
瞬
間
㎜
等
反
慮
ヲ
示
ず
ズ
。
且
第
一
同
試
験
ノ
頂
鮎
ナ
ル
埋
入
聖
目
ノ
試
池
州
、
第
二
同
試
験
ノ
頂
瓢
ナ
ル
第
五
日
目
ノ
夫

レ
ト
比
X
ル
ニ
、
其
ノ
強
度
二
念
テ
第
一
同
試
験
ノ
毛
ノ
遙
カ
ニ
大
、
即
チ
数
同
前
中
置
ヲ
施
セ
ζ
ノ
ニ
於
エ
、
只
一
同
前
腱
置
ヲ

施
セ
ル
毛
ノ
ニ
比
シ
、
ソ
ノ
過
敏
性
ハ
大
田
シ
テ
且
、
長
ク
績
ク
モ
ノ
ナ
川
ヲ
知
ル
。
差
等
ハ
筒
本
反
慮
ノ
特
異
性
ヲ
試
験
セ
ン
が
爲
メ
、

鶏
卵
白
ト
同
時
二
家
鴨
卵
白
ヲ
用
ヒ
・
7
、
二
一
ご
ノ
試
験
ヲ
ナ
セ
リ
。
不
幸
ニ
シ
プ
家
鴨
卵
ノ
常
一
一
入
手
ス
ル
ヲ
得
ズ
、
適
當
ナ
ル
時
期
ヲ

逸
事
ル
モ
、
＝
一
ノ
試
鹸
二
於
テ
、
家
鴨
卵
臼
ノ
僅
カ
ニ
反
鷹
セ
ル
ニ
、
免
疫
原
ナ
ル
鶏
卵
白
ノ
著
明
二
作
用
セ
ル
成
績
ヲ
得
タ
リ
◎
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
テ
数
忌
門
卵
白
ヲ
家
兎
二
注
射
シ
ラ
得
シ
高
慢
沈
降
素
ニ
ヨ
、
9
、
免
疫
原
ト
シ
テ
使
用
セ
シ
鶏
卵
自
ハ
導
爆
ソ
ノ
沈
降
素
慣
二
相
當
ス

ル
反
懸
ヲ
示
シ
、
家
鴨
卵
白
ハ
全
ク
沈
降
反
鷹
陰
性
ニ
ハ
ァ
ラ
ザ
ル
モ
、
鶏
卵
白
船
比
シ
遙
カ
ニ
低
キ
沈
降
反
憾
ヲ
示
ス
ヲ
常
ト
セ
リ
。

此
等
ノ
試
験
ハ
荷
目
下
詳
細
二
績
行
中
ナ
レ
バ
、
他
日
稿
ヲ
重
ネ
ク
親
墾
ス
ペ
シ
。

結

（・697う

一
、
家
兎
耳
殻
ノ
残
生
血
管
ハ
、
過
敏
性
現
象
ノ
局
所
組
織
的
試
験
二
便
利
ナ
ル
試
験
材
料
ヲ
供
ス
。

二
、
局
所
的
試
験
二
於
プ
免
疫
原
工
蜀
シ
、
前
庭
置
ヲ
施
セ
ル
動
物
ノ
残
生
血
管
ハ
、
主
ト
シ
テ
牧
縮
ヲ
以
プ
紺
碧
ス
ル
モ
、
街
或
條
件

・
ノ
下
ニ
ハ
構
…
張
ヲ
…
以
プ
反
鷹
冥
ル
モ
ノ
ァ
ル
が
如
シ
〇

三
、
数
同
前
慮
置
ヲ
施
セ
ル
欝
欝
甲
斐
グ
ハ
、
只
一
同
免
疫
セ
ル
動
物
二
於
ケ
ル
ヨ
リ
過
敏
性
ノ
持
績
期
間
長
ク
、
且
ソ
ノ
反
慮
モ
著
シ

　
ク
強
大
ナ
リ
。

四
、
前
群
置
動
物
ノ
血
管
過
敏
現
象
ハ
、
血
清
沈
降
斎
串
リ
ハ
早
期
二
出
現
シ
、
速
カ
ニ
頂
戴
二
輪
シ
、
駅
留
ク
経
過
シ
、
之
レ
ト
」
定

　
時
日
ノ
渥
延
ヲ
以
テ
沈
降
素
曲
線
絡
始
経
過
ス
。

原
　
著
　
　
黒
田
、
正
木
一
－
残
生
血
管
二
於
ケ
ル
免
疫
學
的
研
究
（
其
一
）
蛋
白
質
過
敏
性
現
象
〕
一
就
テ

七
ギ
ー
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